
１ねんせい  ４がつ１３にち（げつ）～４がつ１７にち（きん） 

＜こんしゅうの がくしゅう＞  １ねん  くみ                       

きょうか 

がくしゅう

をしたら、

しるしを

つける 

な  い  よ  う 

こくご 

□ 

 

□ 

「きゅうこうちゅうの ぷりんと」を うえから じゅんに まいにち ２まい

ずつ かく。（なぞるぷりんと・いろぬりぷりんとなど） 

こくごの きょうかしょの 「いい てんき」を まいにち ３かいずつ よ

む。 

さんすう 

□ 

 

１から １０までの かずを おぼえる。（まいにち ５かいずつ おおき

な こえで いう。（１→１０．１０→１） 

せいかつ 
□ 「きゅうこうちゅうの ぷりんとつづり」にある 「みつけたよ」かあどの 

「にゅうがくしきをしたよ」に にゅうがくしきの えを かく。 

ずこう 
□ 

 

こくごで かいた ぷりんとの うらに、いろえんぴつ（くうぴぃ）で すき

な えを  かく。 

おんがく 

□ 

 

□ 

 

「ちゅうりっぷ」の うたを うたう。（かしは、れんらくちょうの うらびょう

しに はってあります。） 

「ちょうちょう」の うたを うたう。（かしは、れんらくちょうの うらびょうし

に はってあります。） 

そのほか 

□ 

 

□ 

 

□ 

 

かっぱを きる れんしゅうを する。 

 

かっぱを たたんで らんどせるに いれる れんしゅうを する。 

 

すききらいしないで、ごはんを たべる。 

 
＜せんせいからの ひとこと＞ 

 

 

 

 

 

  

 こうちょうせんせいが、にゅうがくしきで いわれた みっつの おねがいを お
もいだしましょう。 
 
    く かんがえる こ 
 
    のちを たいせつに する こ 
  
    まった ときは おはなしできる こ 
 
 まるの なかに あてはまる じは なにかな？  

                こたえは、らいしゅうの おたのしみ。 


